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機械植区との比較では,冷試,会津とも収量的に機

械植区を上回っている。

5 苗量と倒伏

冷試では,施月じ量は基 EE0 6り /aで少な く,稗長

も短かったため,倒伏は各区とも徴程度であったが,

会津では苗量の増加に伴って倒伏の程度も大となった。

これには苗量の増加に伴って稗長が伸長したことも関

係していると考えられる。また,浜支場では投げ植に

よる鶴伏が機械植による倒伏の型とは異なり,株が地

際から倒れる型であり,投げ植により浅植になったた

めと観察している。また,挫折重でも27'′ と保折苗

の手植区 405′ に比 し小さく,倒伏 しやすい揮の状態
であったことが知 られる。

以上から,投げ植栽培における倒伏は,施肥条件 ,

水管理等を含め今後の問題であろう。

収量的には投げ植区は冷試,会津とも機械植区並か

それ以上の収量となったが,要因は浅植になり穂数確

保が容易であったためと認められた。そのため,苗量
の増加に伴って増収の傾向にあるが,会津では高密度
区で,揮が伸長 し,倒伏が増加する等の問題があり,
適正苗量としては 27～ 30ル/10aと 考 えられた。 冷

試では倒伏は微程度で問題は少なかったが登熟渉合 ,

穂数の確保等 を考えれば, 50～ 33冊 と,会津より 1

割増 くらいの苗量が適当と認められた。浜支場では,

投げ植区にかなりの倒伏が認められ,同 一密度の保折

苗手植区に劣っており,こ こでも倒伏が問題 となって

いる。今後,施 I巴体系,適品種,不均―な栽植密度に

よる群落 としての生育相のとらえ方等を明らかにする

必要があろう。

宮城県の気象条件と水稲栽培改善に関する研究

第 1報  初期 の気象 と水稲の生育について

日 野 義 ― ・ 千 葉 文 一

(宮城県晨業センター )

1  は  し  め  に

宮城県の水稲栽培で更に収量の向上をはかるために

は,宮城県の気象的特徴をより効果的に利用する栽培

法を確立することが, もっとも大切である。そこで今

回は,水稲の育蘭時期から田植時期の気象的特徴と水

稲の生育について,調査 したので,そ の結果の概要 を

報告する。

2調 査 の 方 法

1 4～ 5月 の気象 :4月 から5月 の日照時間を日

別平年値 (1931～ 1960)仙台と山形の気象資料を用い

た。水稲移植時期別の気温, 日照時間は,名取市,宮
城県農業センターの気象観測値 (昭 .49,50)を 用い

た。水田温度はもっとも早 く移植 した水田 (4月 21日

植 )に電子管式記録温度計を設置 して測定した。

2 移植時期別と耕種概要 :稚苗をそれぞれ 10日

おきに,4月 21日 ,5月 1日 ,5月 10日 ,5月 20日

植とし,ササニッキを30“ X15“ の 5本植とし,育

苗の播種も 10日 おきに, ずらして行い,施肥,水管

理などについては同一条件で行った。
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3 調 査結 果 と考 察

1 育苗時期から田植時期の気象
水稲の青苗時期から田植時期にかけての日別日照時

間を仙台,山形の平年値でみると,第 1図に示 したと
おりである。これによると日照時間は,仙台と山形で
かなり相違がみられ,4月 25日 までの仙台における日

日

一方,山形の場合では,4月 末 日までは,仙台ょり少な
い日照時間であるが,5月 に入ると多 くなり,5月 20
日以降の田植期はかなり多照条件であることが認めら

れ,仙台と反対の特徴を示 している。以上のような気
象的特徴から宮城県では,よ り効果的に気象を利用す
る場合,ど うしても4月 末から5月 初めの多照条件 を
利用することが大切である。そこで,こ れらの特徴に

もとづいて,水稲の機械稚苗を,かなり早い時期から
移植して,そ れぞれに対する初期の気魚を調査 した結
果は,第 2図 に示す とおりで,移植 5日 前の水田湛水
開始時から35日 間の積算 日照時間について, 田植時
期別でみると,昭和 49年の場合では,日植時期の早い

ほ ど積算日照時間が多くなっていた。 また昭和 50年
でも5月 10日 植までは, 比較的多照であったが,5
月 20日 植になると急に少ない積算 日照時間であるこ
とが認められた。このょうに早い時期が多照条件であ

ることは,当然 日中の水田温度に影響し,移植後 50
日間の積算値でみると,最高温度では,気温,水 田地
表温, 水田地温 10"いずれも田植時期別のちがいは,
あまりみられなかった。 しかし最低温度では,田植時
期の早いほど低温で,と くに気温の場合その差が大き
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第 1日 仙台および山形の 4,5月 の日別日照時間 (平年値 )

照時間は,山形に比ぺかなり多 く, しかもこあ時期は
年を通 して, もっとも多いことが認められた。 しかし

その後は徐々に少なくなり, 5月 10日 以降の官城県
の日植時期は,あ まり多い日照時間ではなく,5月 末
では更に少ない日照時間を示 している。 したがって宮

城県では,育苗期間の方が多照で,従来までの田植期
間は少ない日照条件であることが認められた。
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第 2図 移植時期のちがいと積算日照時間および
積算温度 (官城県農業センター )
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第 1表  本田初期の気温および水田温度の時期別経過 (昭・50)
センター
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くなっていたが,水口地温 10のでは, 移植時期別の

差は気温ほど大きくあらわれなかった。つぎに水田温

度と気温の時期,1変化をみると,第 1表に示 したよう
に,最高温度の水田温度 lま気温に比べてかなり高 く,
とくに水田

～

表温は気温より約 5℃ 内外高くなり,気
温では 20℃ 以下で経過 しているのに対 して, 水田温

度は, いずれも20℃ 以上となり, しかも時期的な相

違は,あ まりみられなかった。最低温度についてみる
と, 4月 5半旬から5月 3半旬までの早い時期の気温

では, 10℃ 以下の場合が多 くなっているが,水田地
表温,地温 5のでは,4月 5半旬を除いては ,OC以
上で,と くに地温 50Zは ,ほ とんど,3℃ 以上となっ

て経過 していた。 したがって4月 末から5月 初めは,

第 2表  移植時期
'Uの

水稲初期生育 (昭 .50)

つぎに乾物重 と幸数についてみると,第 5図 のとおり

で,移植後 30日 目のそれそれの乾物重では,移植時

気温でみるとかなり低温の時期でありながら,水 田温

度ではそれほど低温とならなかった。

2 水稲の初期生育
移植時期別の初期生育についてみると,第 2表に示
したとおりで, 5月 50日 の調査では,草丈は移植時
期の早いはど伸長において勝 り, とくに 4月 21日 植
の草丈は 5月 20日 植の約 2倍 となっていた。 茎数で

も4月 21日 植は5月 20日 植の約 2倍 を示 した。なお

6月 る0日 の調査でみると,草丈は移植時期の早いほ

ど高く,また茎数は4月 21日 植が 5月 20日 植の約 2倍

で, しかもこの時期の 4月 21日 植は, すでに最高分

げつ期を過ぎていた。

(宮城農業センター)

期の早いは ど少ない値を示 しているが,そ の差は極め

て小さかった。 ところが 6月 30日 の調査時にそれぞ
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れ 50個体乾物重についてみると, もっとも早い 4月

21日 植は 10264,,ぉ そい 5月 20日 植が 1890夕 と
な り, 4月 21日 植は 5月 20日 植の約 5倍の重量 を示

した。なお日平均増加量にしてみると4月 21日 植は

5月 20日 植の約 3倍 の値となり,移植の早い場合の

乾物重の増加が大きかった。つぎに業数 を出葉日でみ

ると,かなり相違のあることは当然のことながら,第
8葉の出葉日でみると,4月 21日 植と5月 20日 植で
16日 間もちがいがみられ, 早い移植の場合の生育が

促進されている。この様に早い時期の方がおそい移植

に比べて生育の増加が大きかったのは, 4月 末から5

月初めの多照条件が水田温度に影響して,初期の活着
を良好にしたためと思われる。

4 む   ナ   び

宮城県の水稲栽培で気象的特徴を効果的に利用する

方法 として,水稲の青苗時期から田植時期にかけての
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気象と水稲の生育について調査 した結果,仙台の 4月
から5月 はじめは, 日照時間が多 く, とくに 4月 10
日ころから4月末までは年を通 してもっとも多 く, こ

の時期は山形より多照である。そこでこの早い時期の

4月 21日 から10日 おきに,稚苗移植 し,初期の積算
日照時間は,早 いほど多い傾向を示した。ェ高温度は ,

気温,水田温度いずれも移植時期のちがいによる差は,

あまりみられなかった。最低温度では移植時期の早い

ほど低 くなっているが,水田地温では気温ほ ど差がみ
られない。生育調査では移植時期の早いほど草丈

`茎
数,葉数および乾物重量が勝 り,更 に 4月 21日 植で
は 6月 末には,す でに最高分げつ期に達 し,移植の早
い場合の生育がかなり促進 されることが認められた。

以上の結果,官城県で 4月 末から田植を行っても,
異常低温に遭遇 しない限 り可能と思われるが,そ の後
の水稲生育と気象との関係については,更 に検討 を加
えて行きたい。

30   10   20

出 葉 月 日

第 5図 移植時期別乾物重量の経過および葉数 と出葉 日との関係(昭 .50)
(官城農業センター )
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